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4		Suinlnary

{1,		Classificat:on	て,f	the	pr“ucts	to	b●	pro

culed:15	28

E	 各採血ブースには息著さまの安全を配慮

した採血スペースがセること.格 子や採血

合の高さが調節できること。

121		i aヽttlc	aヽOq●
`otit、

て,rt,ゃPI.ducts	lo	b●

purchased,		Command		Colmnlunications

Eqllpment	r。 ,	Ao,1,oI	Prefectural	Po■ ce

Hcadquarters	l	Set

i31		Tync	ofthe● lrocurementi	Purch● 、

141		BH、ic	`ミ uiにments	oF	the	pЮ Cutement:

●s	el,closuで

(5,Tine	lm■ foェthe	mbmi雨 on	of	the	re

quested,コaで,ia](]7:30		12	Jul、e2007

(6,	Contact	pOint	for	the	notice:Masaru	Na

gasawa	Communicatios	Facnit:_・ /.

tion	AomoT:Prfectural	lnfomation	l	om

municatiOns	Department	Tohoko	Regional

P。lic	Bureau		2-3-l	Shinmachi	Ao

morishi	030-0801,apa・ 	TEL	017-7・ 3-

421l	ext	6182

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので

当該導入に関して資II等の提供を招請します.

平成 19年 5月 llロ

日立大学法人東京大学総長	 小官J	 宏

◎調達機関番号	415	 ◎所在地番号	13

0第 2=

l	 調達内容
(1	 品自分類番号	22	31

`2	
導入計画物品及び数量	 包括的外来患著採

lll	検体検査搬送システム	 ー式
(3'	調達方法	 僣入
(4,	導入予定時期

平成20年度 4月 以降
("	 調達に必要とされる基本的な要求要絆

A	 外来息者の採血願を制御し 息著情報(患

者 ID番 号	 氏名	Ill名	 検査の種頸)等

を各採血ブースに表示すること.

B	 採血進捗状況に従い息者さまの自動アナ

ウンスシステムが有ること。

C	 各採血ブースにおいて患オ ID番 号を入

力することにより息者情IIを知ることがで

き	 検査項日が表示できること。

D	 外来思者の倹体検査依頼(息者 ID番 号

氏名	 検査の種類〉を受け取り	 必要採血

管を心要本贅準備し	 自動的にバーコード

ラベルを貼付し各採血ブースに採血管を自

動搬送すること.

F	 採血後の検体を各採柿ブースよつ集,t

て	 検査喘 ユニット ('I設綺)に 搬送す

ること。

G	 横体検査搬送システム (以下、 LAシ ス

テム)は 	 生化学	 免疫検査	 血確検査

血嬌検査	 凝固横査	 尿一般検査、採血ン

ステムで構成され	 検体検査の自動測定が

できること.

‖	LAシ ステムは	 横体撥入	 豪出苺	 検

体前処理都	 生lL学自動分析装置	 免疫自

動分析装置	 検体保存部、多項目血球分折

装置を備ネ	 運動 して測定ができること。

また	 スタンドアローン型の生lL学自動分

析装置	 多頂曰菫な分析装置、菫液凝固分

析装置、連僣	 ベモグt2ビンAlc分 析装置、

尿定し分析装置	 全自動尿分析装置を備え

ること。

I	LAン ステムは	 分析装置や繊送 システ

ムの管理	 通月初御および測定結果の精度

■理ができること.横

“

検査分析晨から発

まする情報を統合的に管理できるLA統 合

システムを構え、既存の病滉情報システム

と接機、稼働できること。また	 恵著情報

饉 のためのセキュリティ、システムダウ

ン対策を備えること。

2	 資料及びコメントの■供方法	 上記 1(2)の物

品に関する ―般的な参考責将及び副 5)の要求要

4等 に関するコメント■びに提供可能なライブ

ラリーに関する資料等の提供を招論する.

“

)資 ●等の提供yJI薇	 平成19■6月 26日1薔

oo分 輌 送の場合は必着のこと。)

(2)■ 供先	 〒113-8655東 京書文京区本郷

7-3-1	 東京大学医学部俯属病院	 事務

部	 管理課	 軽理チーム	 契約世当	 小川

真美	 電話03-5800	8617

3	 説呵書の交付	 本公表に基づき応募する供給

者に対して導入説明書を交付する。

け)交 付期F・l	 平成19年5月 ll日から平成19年

6月 26日まで.

`2)交

付場所 	 上記 2(2)に同 じ.

4	 説呵会の開lL	 木公表に基づく導入説明会を

離催する.

")開

催日時	 平成19年5月 21●14時m分

(2)開 催場所	 東京大学医学部附属病院管理

●究棟 3聘 管理課会議3

5	 その他 	 この導入計画の詳細 は導入説 明書 に

よる。 なお	 木 公表 内容は予定で あ つ	 変更す

ること力
`あ

り得 る.

6	summary

l],	C〕asi5cat	o● 	of	the	prodrts	to"喩 、

c躙 :22	31

(2,		Nature	and	quant[ty	of	the	product,tO“

rent:Comprehmsive	Out“ tient	Bloo	l	Col

]“hon	

…

em	laborato‐ 	Automation

Sy●rm]&■

(3,	Type	ofthe	pr∝ ormcnt:Rent

(41	Basc,、 uire― nも of	tlr	procurer	cnt	t

A		To	col■ rol	the	order	of	outFtiert

Ыood	co:l∝ tion	and	indicate	F● entゞ :o

昴mation	inc]uding	the	lD	nun睫 べ

na	mtt	COnsu[ta■ on	deparimenk	and

te● il●●ヽat“ ch	Ы∞dでoll∝tion	booth

B		To	automa● cally	annoure	 ‐ ndby

,tients	the「 oぃ of	the	entire	 Ы●od

col]“t:on野 ヾem

C	To	get	the	patientヽ info‐ation	and

the	itentt	teJでd	upon	the	input	of	tlle	pa

tlent :ヽ D 	 n t	mber	at	each	Ыood	conection

“

oth

D	To	automatica1ly	mpply	and	ia“l	the

leSt	tubes	n酬

“

	ttpenでくoiving	tlle	pa

ticnド i	ro■lnati。‐ lnc]●ling	the	ID	num

“

r、na	mヽ a“ td	iterns

E	To	secutt	ttt	entugh	 ЮOm	for"fe

Uood	collettion	and	aditrt	the	height●
j

chairs	and	bl●od	collection●b]ぃ

F	Toc。 1ヒ i	bicod‐ Tople	t●■ぉ fron	al

the	booths	and	mIIsfeFthen	to	the	labo

ratott	teging	unit

G	Lbomt"y	Automa● on	System	(【 A

w雄 卸● consも of	Cllemist,&h

munolos	Linc	HcnlatolqⅣ 	Linc	Blo“

Supr	lin● Coartiation	l	itt	UrinalySs

Ltne	and	COmp	ehmttve	Blo“ COllec

tion	S,tem	AI:laborato,M"口 c	te■s

are	to	bel	erfonnd	in● ヽwttem

II	The	t61‐ mple	sotting	and	prettttnl

ent	l	ne	aut`】 natic	ctmi“ rv	ana]yヵ ●、

auto“ 	[iC	immunoatty	analy2er	ttm

ple	 ・torar	Sites	and	muitiitem	he

matolqv	analy2es	shou]di"oipped	in

this	w゛eln	and	the	measuren	entぬ Ou]d

,	peromed	ttЧ uential	y	F、,,themo“

individual(offline)automalc	chemist,

analyzers		multiitem	hemato]ogy	ana

ly′|●s	coagulation	an,lyz。 ls	blool	s,g

ar	and	g]yで ohemog]obi● 	analyzets	urinc

qualitative	analyzers	and	altomatiC	uri

nary	 ・ediment	analyzets	should	a`て ,	

“inclじded

I		Cont,o:	and	regulatio● 	of	:abo、ato,y

ana]yze、 	and	tlT	mmplで 	sOrting	a口 d

transport	and	the	quality	contr01。 f	mea

sutment	resu]ヽ should	b・	perfomed	itl

this,A	wstem	COntrol	and	inte野
`11●

n

of	the	infomation	arising	from	test	ana

]yで、 Inust	be	enabl● I	Tlで LA	sy● em

muiゝ hセh:y	intel●ated	a	ld	connect“

to	exisling	Hて pヽital	lnformation	SyStem

Extteme	careい ould	be	paid(or	the	sec●

ritv	of	patients	i“ omation	and	t!c	co

untemeattre	aFinst	syslem	collapse

(5)	Time	linit	For	the	submision	of	the	 κ

qutst“ materia]:5:00	PM	26	june	2007

(6)	Conlact	point	for	the	notice:	Mami

Ogawa	 ■ ∝utement	Secti● n	Accow● ng

Division	The	untversity	of	Tokyo	7-3-l

Hongo	Bunkyo	Ku	Tokyo	l13-8665	Japan

TE1	03-5800-8617

意見招請 に関する公示

次のとおり調達物品のlt様書案の作成が完了し

たので	 仕様書案に対する意見を招請 します。

平成 19年 5月 11日

独立行政法人字宙航空研究開発機構

情報	II算 工学センター

センター長	 藤井	 孝蔵

◎調達機関番号	587	 ◎所在地番号	13

]調 達内容

“

,	品日分類番号	14
(2	 借入物品及び数量

スーパーコンピュータシステム	 ー式

2	 意見の提出方法
(1)意 見の提出期根	 平成19年7月 9日 17時00

分 Ⅲ 送の場合は必着のこと.)

(2)提 出発	 〒182-8522東 京都調市市深大寺

東町7-44-1	 字奮航空研究開発機構契約

部契約第4課 	 大木	 天業	 電話0422-40-

3852


